
＜主な対応状況（フォローアップ）＞
○ 担当者会議等（参集範囲：県、市町村等）の場において、農業農村整備事業と防災集団移転促進事業の連携の活用を周知。
○ 防災集団移転促進事業による高台等への住居の集団移転と併せて、農業農村整備事業による移転跡地等を含めた農地整備を行う

計画を12市町（16地区）で進めており、このうち、3地区で事業を実施中。13地区において工事に向けた調査設計を進めているところ。
（H26.3月末時点）

（加速化措置）
○ 農業農村整備事業と防災集団移転促進事業の連携による移転跡地等の効率的な土地利用

＜効果の検証（石巻市の例）＞

○ 石巻市の北上地区では、農業農村整備事業により移転跡地等の集約化を図り、移転先の造成団地の住民が利用する多目的広場を
計画するなど、効率的な土地利用の実現に向け農地整備を推進。

○ また、造成団地から発生する残土を農地整備に活用することにより、双方の事業費の縮減に寄与。
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（主な効果）
○ 農地と移転跡地等が介在する地域において、農地整備の実施により移転跡地等の集約を図り、効率的な土地利用

を実現するとともに、事業費を縮減
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住宅再建の加速化（防災集団移転促進事業等の円滑な推進及び跡地の利⽤）


